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The BEST Program can solve heat balance between spaces and air-conditioning systems simultaneously. In this papaer, the 

air-conditioning system model in consideration of a prenum chamber and under floor air-conditioning was shown. And the 

result of the case study was shown. 

  

  1.はじめに 

BEST は、建築計算においては多数室相互の熱的影響

を考慮した計算が可能である。即ち、建物の多数の室

の構成を、室グループ＞室＞ゾーンの3階層で定義し、

ひとつの室グループに属するゾーン間相互の熱的影

響を考慮した計算が可能である。この機能を利用すれ

ば、従来ひとつの空間として計算されることが多い天

井内･居住空間･床下空間を3つの空間に区分して計算

することが出来る。 

システム計算においては、モジュールを接続してモ

デルを作成することが可能であり、部分計算も可能で

ある。また、テンプレートを用いることで入力の簡素

化が図られている。 

本報では、これらの BEST の特徴を最大限に活かし

た計算のモデリング方法及び試算結果について示す。

 

2.計算対象モデル 

2.1 建築計算モデル 

図 1に計算対象の建物断面モデルとゾーン分けを、

表 1に建物側の主な入力条件を示す。150 ㎡の事務室

を 1台のアンダーフロア空調機にて受け持ち、ペリメ

ータ専用空調機は設置しない計画である。 

計算対象である天井内･床下･居住空間の全てを1つ

の室グループとし、天井内空間･居住空間･床下空間の

3 つの室を設定した。さらに、3 つの室の中にそれぞ

れ 3つのゾーンを設定した。天井内空間～居住空間、

床下空間～居住空間の間については、相互の熱影響を

考慮した。天井内空間～上階、床下空間～下階の間に

事務室面積 150m2、室の奥行き方向に3つのゾーンを設定 
室形状 階高4.2m、居住空間天井高2.8m、天井内1.2m、床

下0.2m、窓高2.0m(Low-E ﾍﾟｱ+明色ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ)、室奥
行15m(各ゾーン5m)、室幅10m 

内壁仕様 床(天井)スラブ：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 150mm 
OAフロア：ｶｰﾍﾟｯﾄ 7mm､普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 22mm 
天井：岩綿吸音板15mm 

室･ゾーン構成 天井内空間･居住空間･床下空間を｢室｣と設定し、
各々の室を3つのゾーンに分割 

隣室条件 天井内空間～居住空間、居住空間～床下空間は相
互の熱影響を考慮。天井内空間～上階、床下空間
～下階は、隣室温度差係数0.3に設定。 

気象 東京(拡張アメダス気象データ) 
内部発熱 BESTデフォルト値を使用 
ゾーン間換気 250CMH/m(非空調時は125CMH/m) 

図 1．建物断面モデルとゾーン分け 

表 1．建物側の主な入力条件 
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ついては、隣室温度差係数0.3と設定し 

た。空調空気は床下空間(ゾーン9)に供 

給され、居住空間、天井内空間を経由し 

て空調機に戻る設定であるが、この流れ 

については、空調システムの入力にて対 

応している(詳細は後述)。ゾーン間換気 

については、居住空間ではゾーン5と4、 

ゾーン5と6の間で250CMH/mの相互の 

ゾーン間換気を設定した。床下空間、天 

井内空間についても同様のゾーン間換 

気を設定した。なお、非空調時にはゾー 

ン間換気風量は半分(125CMH/m)とした。 

 

2.2 空調システム計算モデル 

(熱源･空調機) 

図2に空調システムモデルを示す。今 

回の計算対象は、先に示した天井内･床 

下･居住空間で構成される空間と空調機 

である。熱源は設定せず、｢固定条件BEST 

Water 2 mode(設定した温度の冷温水を 

模擬的に製造するモジュール)｣を使用 

した。空調機については、空調機テンプ 

レート(2管式)を使用した。 

 

空調機風量 4,500CMH(30CMH/㎡相当) 
下限風量1,500CMH 

室内設定温度 夏期：26℃、冬期：22℃ 

スラブ･下階条件 隣室温度差係数0.3、断熱なし 
隣室温度差係数1.0、スラブ下断熱 
※断熱材厚さは25mm 

計算対象期間 夏期：7月18日(火)～7月19日(水) 
冬期：1月10日(火)～1月11日(水) 
いずれも月曜日が休日設定である(蓄熱
負荷が大きい日を計算対象期間に設定し
た。) 

気象 東京(拡張アメダス気象データ) 

 

表 2．空調システムの主な入力条件 

2.3 空調システム計算モデル(空調対象室・VAV 制御) 

図2に空調システムモデルを示す。今回のモデルでは、

空調機から床下(ゾーン9)に供給された空調空気は、床下

空間→居住空間→天井内空間を経由して空調機に戻ると

いう設定とした。即ち、空調機風量 4,500CMH(30CMH/㎡)

をゾーン9に供給し、その内の1,500CMHが床吹出口を経

由してゾーン 6(居住空間)へ供給され、残りの 3,000CMH

がゾーン 8(床下空間)に供給される。ゾーン 8 からは、

1,500CMH が床吹出口を経由してゾーン 5(居住空間)へ供

給され、残りの 1,500CMH がゾーン 7(床下空間)を経由し

ゾーン4(居住空間)へ供給される。これと同様に、居住空

間から天井内を経由して空調機に戻る。この空気の流れ

を再現するために、各ゾーン間に VAV を設置した。これ

らのVAVは、ゾーン6(居住空間のインテリアゾーン)の温

度により制御し、｢ダクト分岐 1→3｣とゾーン 9 の間の 3

つの VAV 要求風量に応じて空調機風量を制御する設定と

した。表2に空調システムの入力条件を示す。 

 

3.計算結果 

3.1 ケーススタディ条件 

 今回の検討は、天井内や床下空間を考慮したシミュレ

ーションが出来るというBESTの特徴を活用したものであ

る。これらに関連する項目をケーススタディ条件に設定

した(表3)。 

図 2．空調システムモデル 

表 3．ケーススタディ条件 

夏期 ①下階ピロティ 
 床下空間のスラブの隣室温度差係数を1.0に設定 
 (標準条件では隣室温度差係数0.3) 
②空調機レタン制御 
 ゾーン3の温度による制御 
 (標準条件ではゾーン6の温度による制御) 
③ゾーン間換気なし 
 居住空間(ゾーン4～5、5～6間)のゾーン間換気なし 
 (標準条件では250CMH/m、非空調時は半分) 

冬期 ①下階ピロティ(夏期と同様の設定) 
②下階ピロティ・スラブ下断熱 
 ①に加えて、床下空間のスラブ下に断熱25mmを付加 
 (標準条件ではスラブのみで断熱なし) 
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図 3．夏期気象条件(EA アメダス気象データ) 

図 4．標準条件の計算結果 図 5．下階ピロティ(夏期) 

図 6．空調機レタン温度制御(夏期) 図 7．ゾーン間換気なし(夏期) 

調機処理熱量が大きくなっていることが確認できる。 

 図6に空調機レタン温度制御(計算上はゾーン3温度に

よる制御)とした場合の計算結果を示す。7/18 の 20 時頃

にレタン温度が 26℃程度となっているが、そのときの室

内温度は23℃程度である。7/19には3連休の蓄熱負荷の

影響が殆ど見られないが、居住空間の温度は 23～25℃程

度である。今回のモデルにより、制御用サーモの設置位

置による検討が可能である。 

 図 7 に居住空間のゾーン間換気をなしとした場合の計

算結果を示す。このケースは窓際に個室を設置したこと

に相当する計算であるが、ペリメータゾーンは 30℃を超

える時間帯もある。 

冬期の計算結果 

 図 9に冬期標準条件の計算結果を示す。1/10 は 3連休

明けであり 0時における各ゾーンの温度は 15℃程度であ

る。空調立ち上がり時の空調機給気温度は 30℃程度であ

るが、OAフロア内温度は25℃を下回っている。スラブへ

ゾーン 1室温 ゾーン 2室温 ゾーン 3室温
ゾーン 4室温 ゾーン 5室温 ゾーン 6室温
ゾーン 7室温 ゾーン 8室温 ゾーン 9室温
空調機給気温度

3.2 ケーススタディの結果 

夏期の計算結果 

 図 4 に夏期標準条件の計算結果を示す。7/18(火)は 3

連休明けであり 0時における各ゾーンの温度は 30℃を上

まわっている。8 時から空調を開始しているが、12 時頃

に制御対象のゾーン 6の室温が 26℃程度となり、居住空

間のペリメータゾーンは 27℃程度で推移している。空調

機給気温度は 16℃程度で推移しているが、床下空間の温

度は 20～24℃程度となっている(スラブへの熱損失が考

慮された計算結果となっている)。 

 図 5 に下階がピロティ(外気同等)と想定した計算結果

を示す。各ゾーンの温度は標準条件と同等であるが、空
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図 8．冬期気象条件(EA アメダス気象データ) 

図 9．標準条件の計算結果(冬期) 

図 11．下階ピロティ･スラブ下断熱(冬期) 

図 10．下階ピロティ(冬期) 
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の熱損失が再現されている。昼間は 20～22℃程度の空調

空気が床吹出口から室内に供給され、内部発熱により室

温が22℃程度となっている。 

 図10は下階がピロティ(外気同等)と想定した計算結果

であるが、ピロティーへの熱損失により空調機処理熱量

の増加傾向が確認される。これに対し、スラブ下断熱を

施す(図 11)と、熱損失の影響が排除でき、標準条件と同

等の結果となっている。 

 

4．まとめ 

1) BESTの特徴を生かし、天井内・床下内を考慮した室内

環境・熱負荷を計算するためのモデルの一例を示した。 

2)本モデルの夏期･冬期における試算例を示した。通常の

計算では考慮されない、床下空間や天井空間を考慮した

計算により、スラブへの熱損失や制御用サーモの位置の

検討が可能であることを示した。 
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